
―まちキネ名画座ＧＷスペシャル企画―

※2 作品で鑑賞料金 1,000 円となります。
※始めの上映回から最後の上映会まで入替なしでご鑑賞いただけます。

学問を志す。 大学助手の礼子が家庭教師となり猛勉強する寅さん。 その動機はなんと、 美しきマドンナという不謹
慎さ。 マドンナに樫山文枝を迎え、 巻頭で寅さんを訪ねてくるのは、 人気アイドルだった桜田淳子。

シリーズ 16 作目。 ロケ地は山形県寒河江市。 寅さんが決然と 「己を知るために」『男はつらいよ 葛飾立志篇』 [1975]

さんは、 気の毒に思いとらやに連れて来てしまう。 その老人は、 日本画の大家 ・ 池ノ内青観だった。 世話にな
ったお礼として青観が描いた絵をめぐり、 とらやでは大騒動が巻き起こる。 旅に出た寅さんは、 芸者ぼたん
（太地喜和子） と意気投合する。 ゲストとマドンナのバランスが絶妙で、 佳作となった。

[1976] シリーズ 17 作目。 上野の飲み屋で、 みすぼらしい老人と出会った寅『男はつらいよ 寅次郎夕焼け小焼け』

『男はつらいよ 葛飾立志篇』 『男はつらいよ 寅次郎夕焼け小焼け』
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